
レポート作成上の注意：剽窃を防ぐために 
 

 

一 橋 大 学 
 

 

レポート、論文において、他者の文章、論理、アイデア（書籍、WEB
ページなどを含む）を、出典を明示せず引用する行為を剽窃行為と呼び

ます。 
 
他者のアイデアや文章を自身の文章に取り入れる場合は、その出典を

明らかにする必要があります。剽窃をさけるために、自身の文章に取り

入れた、他者のアイデアや意見、理論、事実等の出典を明示してくださ

い。出典を明示せずに，他者の文章を直接使用したり，WEB ページ等イ

ンターネットコンテンツ上に掲載されている他者の文章を切り貼り（コ

ピー&ペースト）して用いることは、単語や、「てにをは」を変えても、

剽窃に該当します。他者のアイデアを要約して用いる場合（同一趣旨の

パラフレーズ）も同様です。意見を要約する場合は、参考となる原典の

語句を使わず自身の言葉で、その考え方を要約しなければなりません。 
 
剽窃は出典を明確にすることで防げます。文章やアイデアの原典につ

いて明記し、自身の文章のどの部分が引用で、どの部分がオリジナルか

を明らかにしましょう。WEB からの引用の場合には、出典アドレス（ネ

ット上のアドレス：http(s)等）および引用年月日の表記が必要です。ま

た要約の場合は、単語や、「てにをは」の置き換えでなく、自身の文章

として書かれているか、参考とした文章と同じ言い回しがないかを繰り

返し確認してください。自分の表現になりきれていない場合は、引用箇

所の出典を明記してください。 
 
引用元で「自由利用」を謳っている場合でも、他者の文章を引用する

場合は出典を明らかにしてください。出典を明らかにしない引用は剽窃

と判断されることがあるので、注意してレポートを作成してください。 


